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湯
川
村
合
併
60
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
、節
目
の
年
を
盛
大
に
祝
う

　

梅
雨
空
の
中
、
７
月
１
日（
土
）、
午
前
10
時
か
ら
、
来
賓

並
び
に
受
賞
者
約
１
２
０
名
が
出
席
し
、
村
体
育
館
で
村
合

併
60
周
年
記
念
式
典
を
祝
賀
し
ま
し
た
。

　

開
式
前
に
コ
ー
ラ
ス
ひ
ま
わ
り
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
村
民

歌
を
斉
唱
し
、
始
め
に
物
故
者
等
へ
の
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し

た
。
三
澤
豊
隆
村
長
の
式
辞
、
菅
沼
弘
志
議
会
議
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
鈴
木
正
晃
副
知
事
、
小
熊
慎
司
衆
議
院
議
員
、
菅

家
一
郎
衆
議
院
議
員
、
増
子
輝
彦
参
議
院
議
員
、
杉
山
純
一

県
議
会
議
長
、
小
林
昭
一
県
議
会
議
員
等
８
名
の
方
々
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
沼
地
方
や
近
隣
自
治
体
の
市
町
村
長
、
議
会
議
長
等
、

村
内
外
の
多
く
の
来
賓
の
皆
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
く
中
、
合

併
50
周
年
以
降
に
村
長
等
の
特
別
職
や
議
会
議
長
を
務
め
ら

れ
た
８
名
に
合
併
60
周
年
記
念
の
感
謝
状
と
記
念
品
を
、

各
々
の
分
野
で
自
治
功
労
に
功
績
の
あ
っ
た
31
名
に
表
彰
状

と
記
念
品
を
三
澤
村
長
か
ら
お
一
人
ず
つ
贈
呈
し
、
39
名
の

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
大
塚
節
雄
前
村
長
か
ら
謝
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

　

祝
宴
前
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ー
ラ
ス
ひ
ま
わ
り

の
合
唱
４
曲
が
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
手
拍
子
や
た
く
さ
ん

の
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

祝
宴
は
、
山
口
信
也
喜
多
方
市
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
、
本

村
な
ら
で
は
の
お
も
て
な
し
で
あ
る
４
種
類
の
「
つ
き
た
て

餅
の
振
る
舞
い
」
で
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
特
別
功
労
者
髙

橋
勝
昭
さ
ん
の
万
歳
三
唱
で
お
開
き
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
る
舞
い
餅
を
担
当
し
て
い
た
だ
い
た「
あ
じ
さ
い
の
手
」

の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
村
内
関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
手
作
り
感
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら
し
い
記
念
式
典
に
な

り
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
合
併
50
周
年
後
の
特
別
職
及
び
議
会
議
長

前
村
長　
　
　
　

大
塚　

節
雄（
上
田
谷
地
）

前
副
村
長　
　
　

栗
城　

健
一（
米
丸
）

前
教
育
長　
　
　

大
関　

善
壽（
会
津
若
松
市
）

元
議
会
議
長　
　

東
条　

三
郎（
浜
崎
）

元
議
会
議
長　

（故）
齋
藤　

五
郎（
勝
常
）

元
議
会
議
長　
　

三
澤　

豊
隆（
中
ノ
目
）

元
議
会
議
長　
　

小
林　

孝
一（
田
中
）

前
議
会
議
長　
　

小
野　

澄
雄（
北
田
）

１
特
別
功
労
表
彰

議
会
議
員
13
年　

菅
沼　

弘
志（
高
瀬
）

農
業
委
員
16
年　

齋
藤　

勝
利（
勝
常
）

２
功
労
表
彰

寄
附
金
百
万
円　

大
塚　

節
雄（
上
田
谷
地
）

ダ
ッ
グ
ア
ウ
ト
２
基　

篠
竹　

圭
介（
浜
崎
）

議
会
議
員
８
年　

小
林　
　

昭（
勝
常
）

消
防
団
員
16
年　

大
堀　

貴
裕（
高
瀬
）

消
防
団
員
16
年　

鈴
木　
　

健（
水
谷
地
）

消
防
団
員
16
年　

佐
藤　

孝
司（
浜
崎
）

消
防
団
員
16
年　

櫻
井　

秀
之（
浜
崎
）

消
防
団
員
16
年　

高
木　

和
徳（
上
扇
田
）

消
防
団
員
16
年　

大
八
木
啓
允（
亀
ヶ
代
）

消
防
団
員
16
年　

片
桐　

健
幸（
中
台
）

消
防
団
員
16
年　

目
黒　

隆
司（
石
伏
）

消
防
団
員
15
年　

中
島　

明
仁（
中
ノ
目
）

消
防
団
員
15
年　

山
口　
　

浩（
笈
川
）

消
防
団
員
15
年　

小
久
保　

歩（
東
八
日
町
）

消
防
団
員
15
年　

渡
部　

威
仁（
森
台
）

消
防
団
員
15
年　

一
重　

忠
臣（
浜
崎
）

消
防
団
員
15
年　

中
島
人
志
也（
中
ノ
目
）

消
防
団
員
15
年　

宇
佐
美
大
祐（
勝
常
）

消
防
団
員
15
年　

白
岩　
　

健（
北
田
）

村
職
員
27
年　
　

大
場　

尚
子（
堂
畑
）

村
職
員
27
年　
　

石
田　

弘
恵（
桜
づ
つ
み
）

村
職
員
27
年　
　

橋
本　

智
美（
会
津
美
里
町
）

村
職
員
26
年　
　

青
木　

和
久（
上
樽
川
）

３
善
行
表
彰

寄
附
金
五
十
万
円

　
　
　

会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合（
会
津
若
松
市
）

国
保
運
営
協
議
会
委
員
20
年　

稲
庭　

謙
一（
会
津
若
松
市
）

納
税
貯
蓄
組
合
10
年　

山
口　

普
久（
笈
川
）

納
税
貯
蓄
組
合
10
年　

齋
藤　

信
次（
勝
常
）

４
感
謝
表
彰

議
会
議
員
６
年　

斎
藤　

賢
一（
三
島
）

議
会
議
員
４
年　

高
倉　

好
博（
上
田
谷
地
）

◆
合
併
60
周
年
記
念
表
彰

◆
自
治
功
労
表
彰

②
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第
₆₉
回
福
島
県
消
防
協
会

会
津
坂
下
支
部
幹
部
大
会

東
北
地
区
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
功
労
賞

小
沼
幸
子
さ
ん
受
賞 

代表で勤続章の表彰を受ける中島副分団長

　

６
月
25
日（
日
）金
山
町
「
多
目
的
体

育
施
設
御
神
楽
館
（
み
か
ぐ
ら
か
ん
）」

に
お
い
て
、
会
津
坂
下
支
部
管
内
６
町

村
消
防
団
幹
部
約
３
０
０
名
が
一
堂
に

会
し
、
会
津
坂
下
支
部
幹
部
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
消
防
活
動
に
お
い
て
多

大
な
る
功
績
の
あ
っ
た
方
々
へ
、
福
島

県
消
防
表
彰
及
び
消
防
協
会
関
係
の
表

彰
・
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ

れ
た
消
防
団
員
の
皆
様
大
変
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
村
に
お
け
る
各
表
彰
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◎
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰（
伝
達
）

・
功
績
章

　

副
団
長　

白
岩　

雅
夫（
本
部
）

◎
福
島
県
消
防
協
会
定
例
表
彰（
伝
達
）

・
功
績
章　

　

団　

員　

鈴
木　

俊
一（
王
領
班
）

・
精
勤
章

　

団　

員　

髙
畑　
　

央（
勝
常
班
）

　
　

〃　
　

齋
藤　
　

誠（　

〃　

）

　

班　

長　

小
林　

貴
彰（
下
扇
田
班
）

・
退
職
団
員
感
謝
状

　

元
団
員　

兼
子　

道
夫（
五
丁
ノ
目
班
）

　
　

〃　
　

白
岩　

志
夫（
北
田
班
）

　
　

〃　
　

栗
原　
　

久（
下
扇
田
班
）

　

７
月
７
日（
金
）岩
手
県
北

上
市
に
て
東
北
地
区
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
研
修
会
岩
手
大

会
が
開
催
さ
れ
湯
川
村
ス
ポ

ー
ツ
推
進
委
員
の
小
沼
幸
子

さ
ん（
上
扇
田
）が
こ
の
た
び

23
年
の
勤
続
の
功
績
が
認
め

ら
れ
て
功
労
賞
を
受
賞
し
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
６
年

に
湯
川
村
体
育
指
導
委
員
に

委
嘱
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
ま
で

長
き
に
渡
っ
て
湯
川
村
の
ス

ポ
ー
ツ
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
ま

す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
福
島
県
消
防
協
会
会
津
坂
下
支
部
定
例
表
彰

・
功
績
章

　

団　

員　

高
橋　
　

亮（
勝
常
班
）

・
精
勤
章

　

団　

員　

浅
野　

顕
道（
笈
川
班
）

　
　

〃　
　

小
熊　
　

忍（
中
ノ
目
班
）

　
　

〃　
　

小
沢　

良
太（
下
樽
川
班
）

　
　

〃　
　

岩
沢　

克
也（
中
台
班
）

　

班　

長　

小
野　

正
和（
北
田
班
）

・
勤
続
章

　
副
分
団
長　

中
島
人
志
也（
本
部
）

　

団　

員　

中
島　

明
仁（
中
ノ
目
班
）

　
　

〃　
　

山
口　
　

浩（
笈
川
班
）

　

班　

長　

渡
部　

威
仁（
森
台
班
）

　

団　

員　

一
重　

忠
臣（
浜
崎
班
）

　
　

〃　
　

宇
佐
美
大
祐（
勝
常
班
）

　
　

〃　
　

白
岩　
　

健（
北
田
班
）

※
階
級
は
表
彰
申
請
時
に
お
け
る
階
級
の

記
載
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

花植えボランティア実施 献血功労者に有功章贈呈

　ボランティアゆがわ援助隊の主催で、
７月２日（日）村道勝常王領線の街路樹周
りに、日々草、マリーゴールド等の花植
えを行いました。
　ご協力いただいた方々ありがとうござ
いました。

　このたび、笈川集落の大関昭彦さん（写真）と上樽川
集落の吉田利昭さんに日本赤十字社より有功章が贈られ
ました。
　今回お二人は献血の回数が１００回で、その功労に対
し「金色有功章」の受賞
となりました。
三澤村長より感謝状と有
功章の贈呈を受けられた
大関さん、吉田さんは、
今後も献血を継続してい
きたいと抱負を述べられ
ました。

～献血は　最も身近なボランティア～

③
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第
₂₂
回　
　
　
　

村
民
ハ
イ
キ
ン
グ

「
魔
女
の
瞳
」を
見
て
き
ま
し
た

　

７
月
か
ら
勝
常
区
内
に
空
き
家

を
利
用
し
た
地
域
密
着
型
小
規
模

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
み
る
く
」
が
開
所
し
ま

し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
会
津
美
里
町
の

株
式
会
社
「
か
や
の
」
が
事
業
主

体
と
な
っ
て
、
要
支
援
、
要
介
護

状
態
と
な
っ
た
高
齢
者
が
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
運
営
し
て
い

く
も
の
で
す
。

　

な
お
、
利
用
申
込
み
に
関
し
て

の
詳
細
は
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
み
る
く
」
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
み
る
く

☎
０
２
４
１
︲
２
３
︲
５
３
１
１

　

６
月
18
日（
日
）第
22
回
村
民
ハ

イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
40
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
今
年
は
福
島
市
の
浄

土
平
、
一
切
経
山
登
山
コ
ー
ス
と

鎌
沼
周
遊
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

２
つ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。

一
切
経
山
方
面
は
途
中
の
険
し
い

山
道
を
登
り
、
頂
上
に
着
く
と
五

色
沼「
魔
女
の
瞳
」が
く
っ
き
り
見

え
、参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
鎌
沼
周
遊
コ
ー
ス

方
面
も
山
花
が
咲
き
参
加
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

来
年
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。集合写真

　

７
月
３
日（
月
）の
早
朝
、

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
保
護

司
会
並
び
に
更
生
保
護
女
性

の
会
を
中
心
と
し
た
実
施
委

員
会
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
笈
川
駅
と
佐
野
バ
ス

停
、
中
ノ
目
バ
ス
停
、
村
内

小
中
学
校
の
校
門
前
で
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
を
呼
び
か
け
る
と

と
も
に
、
小
中
学
校
の
校
長

先
生
と
懇
談
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
、役
場
を
訪
問
し
、

内
閣
総
理
大
臣
並
び
に
県
知

事
か
ら
の
協
力
依
頼
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
兼
子
康
雄
保
護
司

会
長
か
ら
三
澤
村
長
に
伝
達

し
、
懇
談
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
５
日（
水
）の

早
朝
と
７
月
14
日（
金
）の
夕

方
、
広
報
車
に
よ
る
村
内
広

報
を
実
施
し
ま
し
た
。
保
護

司
会
と
更
生
保
護
女
性
の
会

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
湯
川
中

学
校
の
生
徒
さ
ん
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
呼
び
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

「
第
₆₇
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
　
　
を
実
施
し
ま
し
た

ＪＲ笈川駅勝常小学校笈川小学校

三澤村長へメッセージ伝達

　

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
中

学
生
は
次
の
方
々
で
す
。

兼
子　

唯
杜
さ
ん（
五
丁
ノ
目
）

鈴
木　

希
望
さ
ん（
笠
ノ
目
）

羽
染　

太
陽
さ
ん（
下
樽
川
）

一
重　

直
也
さ
ん（
浜
崎
）

大
須
賀　

翔
さ
ん（
浜
崎
）

小
林　

美
友
さ
ん（
米
丸
）

坂
内　

謙
介
さ
ん（
森
台
）

栗
原　

歩
夢
さ
ん（
下
扇
田
）

「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

セ
ン
タ
ー
み
る
く
」

　
　
開
所
し
ま
し
た

④
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在
京
湯
川
会
総
会
開
催

　

６
月
25
日（
日
）東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
「
新
宿
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
第
31
回
在
京
湯
川
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
村
伸
裕
福
島
県
東
京
事
務
所

次
長
、
三
澤
豊
隆
村
長
、
菅
沼
弘
志
村
議
会
議
長
よ
り

ご
祝
辞
を
頂
く
と
と
も

に
、
村
議
会
議
員
、
津

瀧
一
実
商
工
会
副
会
長

が
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
る
な
ど
盛
大
な
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親

会
で
は
、
湯
川
村
で
作

ら
れ
た
き
ゅ
う
り
や
ト

マ
ト
、
お
味
噌
等
ふ
る

さ
と
の
味
を
懐
か
し
み

な
が
ら
、
思
い
出
話
や

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

東
京
近
郊
に
在
住
さ
れ
て
い
る
本
村
出
身
者
の
会
員

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
の
お
宅
か
ら
東
京
近
郊
に
住
所
を
移
さ
れ
た

方
へ
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
内　

在
京
湯
川
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

在
京
湯
川
会
会
員
募
集

「
大
相
撲
千
賀
ノ
浦
部
屋

 

夏
合
宿
in
ゆ
が
わ
」

 

の
お
知
ら
せ

　

合
併
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
大
相
撲
千
賀
ノ
浦
部
屋
夏
合
宿
を

左
記
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
相
撲
は
五

穀
豊
穣
を
願
う
神
事
か
ら
発
祥
さ
れ
て

お
り
、
米
ど
こ
ろ
湯
川
村
に
ふ
さ
わ
し

い
文
化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

合
宿
期
間
中
は
連
日
朝
稽
古
を
湯
川

中
学
校
校
庭
土
俵
に
て
行
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
村
民
の
方
に
見
学
に
き
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
滞
在
中
の
力
士
の
食
材
に
つ

い
て
も
広
く
村
民
の
方
よ
り
ご
提
供
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
等
に
つ
き
ま
し
て
は
後

日
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ぜ

ひ
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
合
宿
日

　

８
月
17
日（
木
）～
８
月
25
日（
金
）

○
滞
在
場
所　
ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

○
稽
古
時
間　
午
前
７
時
～
11
時
位

	

（
稽
古
日
は
18
日
～
24
日
ま
で
）

○
場
所　
湯
川
中
学
校
校
庭
土
俵

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
８
０

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

　

７
月
２
日（
日
）会
津
美
里
町

に
お
い
て
第
70
回
県
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
両
沼
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
湯
川
村
か
ら
は
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
２
種
目
に
参
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
高
瀬
チ
ー
ム
、
湯
川

村
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
会
津
美
里

町
ソ
レ
イ
ユ
高
田
チ
ー
ム
、
会

津
坂
下
町
秋
桜
チ
ー
ム
と
リ
ー

グ
戦
で
対
戦
し
ま
し
た
が
、
結

果
２
敗
し
惜
し
く
も
決
勝
リ
ー

グ
出
場
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
１
回
戦

昭
和
村
と
対
戦
し
３
回
コ
ー
ル

ド
で
見
事
勝
利
し
ま
し
た
。
続

く
２
回
戦
、
会
津
坂
下
町
こ
ば

ん
げ
倶
楽
部
チ
ー
ム
に
敗
戦
し
、

３
位
決
定
戦
を
会
津
美
里
町
本

郷
壮
年
ソ
フ
ト
チ
ー
ム
と
行
い

ま
し
た
。
両
チ
ー
ム
乱
打
戦
の

接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
結
果
、

惜
し
く
も
５
対
８
で
敗
れ
会
津

大
会
行
き
は
決
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
大
変
お

疲
れ
様
で
し
た
。

第
₇₀
回
県
民　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

湯川村バレーボールクラブ　試合の様子 壮年ソフト高瀬チーム試合後の集合写真
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第
４
回
健
康
教
室

○
テ
ー
マ

生
活
習
慣
病
は
万
病
の
も
と
！
み
ん

な
で
食
生
活
を
見
直
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
程　
８
月
９
日（
水
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

○
場
所　
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

栄
養
管
理
部　

管
理
栄
養
士

　
　
　
　

近
藤
タ
カ
子

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
患
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
︲
７
５
︲
２
２
３
８

有
期
雇
用
で
雇
わ
れ

て
い
る
皆
さ
ん
へ　

第
７
回
勝
常
寺
の

歴
史
的
価
値
を
学

ぶ
た
め
の
学
習
会

の
開
催　
　
　
　

　

１
年
間
の
期
限
が
定
め
ら
れ
て
雇
用
さ

れ
て
い
る
な
ど
、
有
期
雇
用
契
約
で
あ
っ

て
も
何
度
か
更
新
さ
れ
て
通
算
５
年
を
超

え
た
と
き
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り

使
用
者
は
期
間
の
定
め
の
な
い
労
働
契
約

に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
「
無
期
転
換
サ
イ
ト
」
で
検

索
す
る
か
、
福
島
労
働
局
（
雇
用
環
境
・

均
等　

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０

９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

来
た
る
８
月
25
日（
金
）、
湯
川

村
の
宝
で
あ
る
勝
常
寺
に
関
す
る

歴
史
や
価
値
を
、
村
民
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
共
通
認
識
す
る
た
め

の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

第
７
回
目
は
、
勝
常
寺
の
開
祖

で
あ
る
徳
一
上
人
が
ど
の
よ
う
な

意
図
や
背
景
を
も
っ
て
、
会
津
に

や
っ
て
き
た
の
か
、
当
時
の
情
勢

を
垣
間
見
な
が
ら
お
話
し
い
た
だ

き
ま
す
。
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
ラ
イ
デ

ー
を
知
的
好
奇
心
で
満
た
し
ま
せ

ん
か
。

開
催
内
容

○
日
時　
８
月
25
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～

○
会
場　
ユ
ー
ス
ピ
ア
ゆ
が
わ

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

○
演
題　
『
徳
一
と
勝
常
寺
』

　
勝
常
寺
旧
境
内
整
備
検
討
委
員
会

　

副
会
長　

白
岩　

孝
一　

氏　

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

湯
川
村
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
係

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

今
月
の
納
税

今
月
の
保
険
料

８
月
31
日（
木
）
ま
で

８
月
31
日（
木
）
ま
で

村
県
民
税　

第
２
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収　
　

第
１
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』　
　

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

納
付
は
『
納
期
限
ま
で
に
』　
　

　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
期
の
過
ぎ
て
い
る
税
金
を
ま
だ
納
め

て
い
な
い
と
き
に
は
、『
計
画
を
立
て
て
、

早
め
に
納
め
る
』
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
８
月
31
日

（
木
）に
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
税
相
談

　

住
民
課
税
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

　

保
険
料
は
制
度
運
営
の
た
め
の
貴
重
な

財
源
と
な
り
ま
す
。
納
期
限
内
に
納
め
て

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
保
険
料
額
や
納
付
方
法
は
、

「
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
額
決
定
通

知
書
は
、８
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

年
度
の
途
中
で
新
た
に
被
保
険
者
と
な

っ
た
方
は
、
資
格
取
得
月
の
翌
月
に
通
知

し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
課
福
祉
係

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

児
童
扶
養
手
当
現
況
届

の
提
出
は
８
月
中
に

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
受
給
資
格
や
所
得
等
を
確
認
す
る

た
め
、
８
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
て

い
る
方
も
同
様
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　

提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
８
月
分
以

降
の
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
関
係
書
類
は
、
受
給
者
宛
て

に
８
月
初
旬
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
同

封
の
お
知
ら
せ
に
し
た
が
っ
て
手
続
き

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先　
住
民
課
福
祉
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０
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〜新成人の皆さんへ〜

20歳になったら国民年金
　国民年金は公的年金に加入し保険料を納め続けることで、老後や、病気やケガで障害が
残ったとき、家族の働き手が亡くなったときに、年金を受け取ることができる制度です。

国民年金のポイント

「学生納付特例制度」と「納付猶予制度」

国民年金保険料は口座振替がお得です

◎将来の大きな支えになります
　国民年金は２０歳から６０歳までの人が加入し、保険料を納める制度です。国が責任
をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
◎老後のためだけのものではありません
　国民年金には、年をとったときの老齢年金のほか障害年金や遺族年金もあります。障
害年金は、病気や事故で障害が残ったときに受け取れます。また遺族年金は、加入者が
死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）
が受け取れます。

★「学生納付特例制度」
　学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年金
保険料の納付が猶予される制度です。
★「納付猶予制度」
　学生でない５０歳未満の方で、ご本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民
年金保険料の納付が猶予される制度です。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。
　口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々５０円割引され
る早割制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年前納・２年前納もあり、大
変お得です。
　口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、
ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

◎お問い合わせ先　湯川村役場　住民課福祉係　☎０２4１−２7−８８１０
　　　　　または　会津若松年金事務所　　　　☎０２4２−２7−５3２１

外
国
出
身
者
の
た
め
の

　
　
無
料
相
談
窓
口

 

（
福
島
県
委
託
事
業
）

　

福
島
県
国
際
交
流
協
会
で
は
「
外
国

出
身
者
の
た
め
の
無
料
相
談
窓
口
」
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
来
所
な
ど
で
相
談
で
き
ま
す
。

秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
外
国
出
身
者
が
行
政
窓
口
で

手
続
す
る
場
合
な
ど
、
電
話
で
通
訳
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
通
話
料
は
か
か

り
ま
す
）。

○
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
：
火
曜
～

土
曜 

９
時
～
17
時
15
分

○
タ
ガ
ロ
グ
語（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）、
韓
国

語
、ポ
ル
ト
ガ
ル
語
：
木
曜 

10
時
～

14
時
（
第
４
、５
木
曜
日
は
要
予
約
）

　

☎
０
２
４
︲
５
２
４
︲
１
３
１
６

　

FAX
０
２
４
︲
５
２
１
︲
８
３
０
８

　

E-m
ail

：ask@
w
orldvillage.org

「村長との
対話の日」

平成29年

8月10日（木）
時間：午前9時〜正午まで
場所：村長室
予約もできます。
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除雪機械運転手・防雪柵設置・撤去作業員募集
　平成２９年度の除雪機械オペレーター（運転手）・防雪柵設置・撤去作業員を募集し
ます。ご希望の方は、以下の要領によりお申し込みください。

〈除雪機械オペレーター（運転手）〉
１．募集予定人員　８名
２．応募資格

昭和２７年１２月２日以降に生まれた方で、大型特殊免許・作業免許資格を有す
る者。

３．雇用期間　平成２９年１２月８日から平成３０年２月２８日まで
（但し、平成２９年１２月１日から平成２９年１２月７日まで除雪作業準備・平
成３０年３月１日から平成３０年３月７日までは除雪作業片づけのため労務員と
して雇用）

４．雇用条件
①勤務日　土・日・祝日及び年末・年始を除いた日
②勤務時間　午前８時３０分から午後５時１５分まで
③その他詳細は、湯川村賃金支弁職員雇用管理規定に基づく
（※積雪状況により早朝・夜間作業等があります。）

〈防雪柵設置・撤去作業員〉
１．募集予定人員　１０名
２．応募資格

昭和２７年１１月２日以降に生まれた方で、大型特殊免許・小型移動式クレーン
等作業免許があれば望ましい。

３．雇用期間
平成２９年１１月１日から平成２９年１１月３０日まで（防雪柵設置作業員）
平成３０年３月８日から平成３０年３月３１日まで（防雪柵撤去作業員）

４．雇用条件
①勤務日　　土・日・祝日及び年末・年始を除いた日
②勤務時間　午前８時３０分から午後５時１５分まで
③その他詳細は、湯川村賃金支弁職員雇用管理規定・防雪柵設置作業員及び防雪
柵撤去作業員の賃金等に関する要綱に基づく

申込方法
（１）申込書（産業建設課に準備してあります）免許・資格の写し
（２）受付期間　平成２９年８月１日（火）から８月３１日（木）まで

（受付時間は、午前８時３０分から午後５時まで）
なお、欠員が生じた場合は随時募集します。

（３）提出先　産業建設課　建設係
（４）選考方法及び採用通知

選考は書類選考とし、これにより採用を決定します。採用が決定した方には、
平成２９年９月末日までに通知します。

（５）お問い合わせ先
産業建設課　建設係　☎０２４１−２７−８８５０
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平成30年度公益財団法人福島県文化振興財団
職員（主事）採用試験実施要項

　公益財団法人福島県文化振興財団は、指定管理者として福島県文化センター、福島県文化財センター白河館を管理・
運営しているほか、埋蔵文化財の発掘調査業務、芸術文化振興事業及び文化団体への助成事業等を実施しています。
　この度、正規職員を募集します。

１　採用予定職種及び人員　主事（事務職）１名
２　勤務予定地　福島県文化センター・財団事務局（福島市春日町５−５４）

福島県文化財センター白河館（白河市白坂一里段８６）
遺跡調査部（福島市山下町１−２５　山下分庁舎）

３　主な職務内容　※勤務課所により（１）～（４）の職務に従事する場合があります。
（１）庶務・経理、現金出納等
（２）文化センター（文化会館・歴史資料館）の運営・管理、企画立案、利用案内等
（３）文化財センター白河館の管理・運営、企画立案等
（４）埋蔵文化財発掘調査に関する庶務・経理
４　採用予定年月日　平成３０年４月１日
５　欠格事項　次のいずれかに該当する方は、受験できません。
（１）成年後被後見人または被保佐人
（２）禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまでまたはその執行を受けることがなくなるまでの方
（３）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法またはその下で成立した政府を暴力で破壊することを主張する政

党その他の団体を結成し、またはこれに加入した方
６　試験の日時・内容、会場及び合否通知
（１）１次試験　ア　平成２９年９月２３日（土）

受　　付；１２：４５～１３：１５
教養試験（大卒程度）；１３：１５～１４：１５（予定）
適性検査；１４：３０～１５：００（予定）

イ　会場；福島市春日町５−５４　福島県文化センター２階会議室
ウ　１次試験合格者について、第２次試験を行います
エ　１次試験の結果については１０月上旬にホームページに掲載し、合格者のみに通知します。

（２）２次試験　ア　平成２９年１０月１８日（水）
受　　付；１２：３０～１３：００
面接試験；１３：００～（※受験番号順となります）

イ　会場；福島市春日町５−５４　福島県文化センター１階会議室
ウ　合格者は１０月下旬にホームページに掲載し、本人に通知します。

７　受験手続及び受付期間
（１）受験申込書請求及び提出先

公益財団法人福島県文化振興財団事務局総務課
〒９６０−８１１６　福島市春日町５−５４　福島県文化センター内
☎０２４（５３４）９１９２　　ＦＡＸ０２４（５３４）９１９６
郵便で請求する場合は、角型２号封筒に返信先の郵便番号・住所・氏名を明記して、１２０円切手を添付して、
送付ください。または、ホームページからダウンロードしてください。http：//www.fcp.or.jp/

（２）申込方法　ア　提出書類　受験申込書１通（所定様式）履歴書（JIS規格等　写真貼付）１通
イ　受付期間　平成２９年８月１日（火）～９月８日（金）（消印有効）
ウ　受付時間　午前８時３０分～午後５時００分（土・日曜日、祝日は受付しません）
エ　郵送による受験申込みは「特定記録」郵便とし、返信用封筒に切手を貼付し、返信先の郵便番号・
住所・氏名を明記して同封のこと。

８　合格及び採用　合格者は、平成３０年４月１日付けで採用されます。
９　給与等
（１）「公益財団法人福島県文化振興財団職員給与規程」等の定めるところにより、学歴及び職務経験の年数等により

給与を決定します。ほかに、期末手当・勤勉手当・扶養手当・住居手当・通勤手当・超過勤務手当・退職手当等
が支給されます。（参考）平成２９年度大卒初任給　１８４，９００円

（２）労働時間　１日７時間４５分（シフト制勤務有）
（３）休　　日　週休２日制（指定休）国民の祝日に関する法律に規定する休日に相当する日数

年末年始（１２月２９日から翌年１月３日まで）
（４）有給休暇　年次休暇・特別休暇（病気・結婚・出産・忌引など）
（５）保　　険　健康保険・厚生年金保険・雇用保険・労働災害保険等に加入
１０　お問い合わせ先　公益財団法人福島県文化振興財団事務局総務課

〒９６０−８１１６　福島市春日町５−５４福島県文化センター内
☎０２４（５３４）９１９２　　ＦＡＸ０２４（５３４）９１９６
メールアドレス；office@fcp.or.jp
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戦没者等のご遺族の皆様へ

戦没者遺児による慰霊友好親善事業

第１０回特別弔慰金の請求期限が近づいています。

平成３０年４月２日までに、ご請求ください。

　日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺
児を対象として、父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、同地域の住民と友
好親善をはかることを目的としています。
　費用は、参加費として１０万円です。平成２８年度参加者を除き、複数回の応募をすること
ができます。
　日程等の詳細は、日本遺族会事務局０3−3２６１−５５２１まで。
　お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へ。

　請求期限を過ぎると、第１０回特別弔慰金を受ける権利がなくなりますので、お早めにご請
求ください。
■支給対象となる方
　平成２7年4月１日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者
遺族等援護法による遺族年金」などを受ける方（戦没者の妻や父母等）がいない場合に、以下
の順番で順位が先になるご遺族お一人に支給されます。

■支給内容　国債名称　　第十回特別弔慰金国庫債券　い号
　額　　面　　２５万円（５年償還）

■請求窓口　住民課福祉係　☎０２4１−２7−８８１０

〈実施地域〉
（広域地域）
　① 旧満州　　　　　　　　　② 旧ソ連
　③ モンゴル　　　　　　　　④ 西部ニューギニア
　⑤ マリアナ諸島　　　　　　⑥ 東部ニューギニア（１次）
　⑦ トラック・パラオ諸島　　⑧ 北ボルネオ・マレー半島
　⑨ フィリピン（１次）　　　⑩ ソロモン諸島
　⑪ ミャンマー（１次）　　　⑫ 台湾・バシー海峡
　⑬ 東部ニューギニア（２次）⑭ ミャンマー（２次）
　⑮ フィリピン（２次）　　　⑯ 中国

（特定地域）
　① 西部ニューギニア
　② ビスマーク諸島
　③ マーシャル・
　　 　　　ギルバート諸島

支給対象者は、戦没者等の死亡当時のご遺族で
１．平成２7年4月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権

を取得した方
２．戦没者等の子
3．戦没者等の①父母	②孫	③祖父母	④兄弟姉妹

※戦没者等の死亡当時、生計関係があったことなどの要件を満たしているかど
うかにより、	順番が入れ替わります。

4．上記１から3以外の戦没者等の三親等内の親族（甥、姪など）
※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係があった方に限ります。
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テクノアカデミー
会津からのご案内

　会津大学では、ＩＴ技術やプログラミングスキルを習得し、県内企業への就職を希望する女性を応援します。インター
ネットでのe-ラーニング方式が中心で、約１２か月の講座を修了すると、企業での職場体験や面接機会が設けられます。
　詳しくは、ホームページをご覧いただくか、お気軽にお電話でお問い合わせください。
○募集期間　7月１日〜８月3１日
○受講料　　4万円
◎お問い合わせ先　会津大学復興支援センター　☎０２4２−37−２7６８（平日９時から１7時まで）

「会津大学女性プログラマ育成塾」受講者募集

採用種目 資　　格 受付期間 試　　　験 日　　　時 試験会場 備　　考

自衛官
候補生
（男子）

１８歳～２７歳未満 年間を通じて
行っております。

筆記試験 ９月１６日㈯午後 会津大学

筆記試験、口述
試験・身体検査
の両方を受験し
ます。

口述試験・身体検査
９月２４日㈰～２９日㈮
１０月 １ 日㈰
＊指定する １日

福島駐屯地
郡山駐屯地

自衛官
候補生
（女子）

１８歳～２７歳未満 年間を通じて
行っております。

筆記試験
口述試験・身体検査 ９月２３日㈯ 郡山駐屯地

一般曹
候補生 １８歳～２７歳未満 ７月１日～９月８日

１次試験（筆記） ９月１６日㈯午前 会津大学 １次試験合格者
の ２次試験（口
述試験・身体検
査）については、
後日通知します。

２次試験
（口述試験・身体検査）

１０月 ５ 日㈭～ ８日㈰
＊指定する １日

福島駐屯地
郡山駐屯地

航空学生 海：１８歳～２３歳未満
空：１８歳～２１歳未満 ７月１日～９月８日 １次試験（筆記） ９月１８日㈪ 郡山市労働

福祉会館　

平成29年度自衛官採用試験日程

試験日程は上記のようになっております。尚、詳しいことは、担当の広報官にお尋ねください。（受験料はすべて無料です）
◎お問い合わせ先　自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所
　　　　　　　　　会津若松市門田町大字黒岩字大坪５7−１　☎０２4２−２7−６7２4　　

１　募集コース
コース名 日　時 金額 締　切

地域の魅力発信！
はじめての観光企
画手法
【定員１０名】

１０月２５日㈬、
　　２６日㈭、
　　２７日㈮
１３：００～１７：００

受講料
３，１００円 １０月 ４ 日㈬

（受験対策コース）
三級自動車整備士
（シャシ）力学・数
学編
【定員１０名】

１０月３０日㈪
９：００～１６：００

受講料
１，９００円 １０月１０日㈫

２　場　　所　福島県立テクノアカデミー会津
３　申込方法　「テクノセミナー受講申込書」に記入し、

下記住所へメール、郵送、持参、もしくはＦＡＸで送
信してください。（「テクノセミナー受講申込書」は、
本校ホームページ	http://www.tc-aizu.ac.jp/	経営企
画部門からダウンロードしたものをお使いください）

４　お問い合わせ先
〒９６９−3５２7
喜多方市塩川町御殿場4−１６
福島県立テクノアカデミー会津
☎０２4１−２7−3２２１
FAX０２4１−２7−33１２
メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp
併せて本校フェイスブックページもご覧ください。

ポリテクセンター会津からのご案内
訓練生募集!!

施設見学会（職業訓練って、なに…？）

建築ＣＡＤリフォーム技術コース　
○募集開始日　平成２９年８月９日（水）
○募集締切日　平成２９年９月7日（木）
○募集訓練科名　建築ＣＡＤリフォーム技術コース
　　　　　　　（住宅リフォーム技術科）
○募集定員　１５名
○訓練期間　平成２９年１０月3日から
　　　　　　平成3０年3月3０日まで（６ヵ月間）
○対象者　公共職業安定所に求職登録されている方で、

職業訓練の受講が望ましいと判断された方
○受講料　無料
○選考日　平成２９年９月１4日（木）午前９時〜

①開催日時　平成２９年
　８月7日（月）、８月２１日（月）、８月２８日（月）
　各日　１3：3０〜１５：3０
②内　　容
◦いままでのキャリア（職業能力）にプラスして、新たな
技能習得のための職業訓練について理解していただく
説明会で、当センターが実施しています。また、施設見
学会当日は、希望される方は訓練体験も受けられます。

◦訓練内容についてより詳しく知りたい方は、最寄りの
ハローワークから参加お申し込みください。
◎訓練生募集及び施設見学会に関するお問い合わせ先
　ポリテクセンター会津　訓練課
　☎０２4２−２６−０５２０
　FAX０２4２−２６−１５８５

テクノセミナー
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厚生労働省委託事業
「会津地域若者　　　　　
　サポートステーション」

福島県委託事業
「ユースプレイス自立支援事業」

　１５〜3９歳までの若者で、就業を目指
す方の就職に向けたお手伝いや、弊所の利
用を経て就職をした方の職場定着に向けた
フォロー、キャリアアップのためのサポー
トを行う就労支援施設です。利用料は無料
です。一人ひとりの状況等に応じて継続的
な支援を行います。まずは一度気軽にお問
い合わせください。

○主な支援
◆就職を目指す方向け
　個別相談・職場体験・各種講座（パソコ
ン、ビジネスマナー、コミュニケーション、
自己分析、応募書類作成、面接練習等）
◆弊所の利用を経て就職した方向け
　個別相談・懇談会・各種講座（ビジネス
マナー向け）

◎お問い合わせ先
　会津地域若者サポートステーション
　月〜水・金曜日／午前９時〜午後６時
　木曜日／午前９時〜午後7時
　土曜日／午前１０時〜午後4時
　☎０２4２−3２−００１１
　E-mail		info@job-sapo.com

　ユースプレイス	in	会津は、１５〜3９歳までの若者で、就職・就
学について悩みなどを抱えている方、何か始めたい、仲間と楽しく過
ごしたい、自分ができることを探したい、そんな「したい・やりたい」
きっかけを見つける「居場所」です。施設のご利用についてはご登録
後、すぐにご利用できます。また、ご利用は原則無料です。皆さんの
ペースでお好きなタイミングでご参加ください。なお、見学も随時受
け付けておりますので、まずは一度お気軽にお問い合わせください。
○開所日　火曜日（レディースデー）水曜日　木曜日
　　　　　※おおむね午前と午後で開所します。
○活動内容
　施設内における若者同士の交流活動、コミュニケーション講座の開
催、ボランティア活動や地域イベントへの参加、ものづくり、スポー
ツなどを企画し、実施しております。
○ご利用方法
　ユースプレイス	in	会津でのサービスをご利用いただくためには登
録が必要となります。必ず利用者ご本人との面談を実施させていただ
きます。（要予約）
○実施場所
福島県会津若松市一箕町亀賀藤原５２番地

（ヨークベニマル一箕町店隣接テナント内）
会津地域若者サポートステーション
◎お問い合わせ先
会津地域若者サポートステーション
月〜金曜日１０：００〜１８：００（祝日・お盆・年末年始休み）
☎０２4２−3２−００１１　E-mail		youth-place@job-sapo.com

カクニンジャー福くん

福くんの被害防止アドバイス
下記の言葉があったら詐欺 でござる！
①　アダルト動画の未納料金がある
②　退会手続きがされていない
③　払わないと法的措置をとる
④　身辺調査を開始する
⑤　コンビニでギフト券を買って

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成29年 6 月30日現在）

区　分
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い
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管　内 3 2 1 4 10 54 64
湯川村 3 3 7 10
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの
犯罪発生件数が含まれます。

※上記発生件数は、平成29年 1 月 1 日からの累計数となっています。

　手口は、公的機関とよく似た名前や弁護士・債権回収業者
などをかたって、電子メール・電話・ハガキなどを利用し、
有料サイト利用料金が未納　裁判になる　などと脅して、現
金をだまし取る手口です。宅急便やレターパックなどを利用
して現金を送付させたり、ＡＴＭからの振込み、インターネ
ットギフト券などを購入させて番号を聞き出すなどの方法に
より、現金をだまし取るのが特徴です。

ゴミの焼却は犯罪です！
　簡易な焼却炉や穴を掘ってゴミを燃やしていません
か。近所に、煙や臭いなどで迷惑がかかります。ダイ
オキシンなどの有害物質を発生させ、健康や環境に悪
い影響があり、火災の原因にもなります。ゴミを焼却
したら、５年以下の懲役または、１０００万円以下の
罰金です。適切に分別しゴミとして出しましょう。

会津坂下警察署からのお知らせ 消防署からのお知らせ
架空請求詐欺にご用心 水に注意

　夏は川や海へ遊びに行く機会が増え、それに伴い水の事故も
増えてしまいます。水のあるところには必ず事故の危険性が潜
んでいます。水の怖さを再認識しましょう。

　水での事故は子供たちだけで遊んで
いるときに多くおこっています。
　水辺で遊ぶときは大人の人と一緒に
遊びましょう。

溺水者に対しての応急処置
溺れている人を見つけたら！
①１人で助けようとせず、周りの人を呼びましょう。（救急車
を呼ぶ、ＡＥＤの手配）
②水に入らずに助ける方法を考えましょう。
泳いで助けるのは最終手段です。
③呼吸を確認し、呼吸をしていなければ胸骨圧迫を３０回行う。
④胸骨圧迫の後、人工呼吸を２回行う。（ためらわれる場合は
胸骨圧迫を継続する。）
⑤胸骨圧迫と人工呼吸を救急車が来るまで続ける。

熱中症に注意
　炎天下でのスポーツや農作業、空調設備の整っていない環境
にいるだけでも熱中症になる可能性があります。こまめな水分
補給と休憩を取り、熱中症予防に努めましょう。

会津若松消防署十文字出張所
電　話　0242－75－2151
ＦＡＸ　0242－75－2196

※消防署では、応急処置
等の救急講習会を随時
受け付けております。
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８
月
の
行
事
予
定

１
日（
火
）交
通
事
故
ゼ
ロ

	

歩
行
者
優
先
の
日

６
日（
日
）村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
日（
金
）山
の
日

15
日（
火
）成
人
式

25
日（
金
）幼
小
中
第
二
学
期
始
業
式

（
上
段
は
人
身
事
故
・
下
段
は
物
損
事
故
）

村内の交通事故
件数

13平成28年
（ 1月〜12月）

平成29年
6 月

平成29年
累　　計

0

4

66

交通死亡事故ゼロ日数
（平成29年 6 月30日現在） 530日

2

46

死亡

1

0

0

傷者

18

0

5

　

家
庭
の
話
し
合
い
、
一
緒
の

食
事
の
励
行
、
親
子
ふ
れ
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

毎月
「
第
３
日
曜
日
」
は

「
家
庭
の
日
」
で
す

あ
い
さ
つ
運
動

あ 

明
る
く　

い 

い
つ
で
も

さ 

先
に　
　

つ 

続
け
て

湯
川
村
青
少
年
育
成
村
民
会
議

一
声
運
動
を
普
及
し
ま
し
ょ
う
。

戸籍の窓口

人の動き（7月１日現在）

総人口（前月比）
総人口 3,340人（△ 5）
男 1,610人（△ 3）
女 1,730人（△ 2）

世帯数 1,018世帯（　 3） ◦村の花…
　　アジサイ

◦村の木…
　　イチョウ

◦村の鳥…
　　カッコウ

※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係へ
申し出てください。

（６月受付）
謹んでお悔やみ申し上げます

（地　区） （本　人） （年齢）
沼 ノ 上 遠藤喜美男  ８５歳
勝　　常 子　光雄  ９５歳
浜　　崎 篠竹トメ子  ９３歳
中 ノ 目 三沢　留八 １００歳

湯川村ご当地「婚姻届」・「出生届」が
	 できました！

いい顔!!

み〜つけた　湯川村では、合併６０周年記念事業としてご当地「婚姻届」・
「出生届」を作成いたしました。湯川村の花であるあじさいの
彩りや稲穂を表現したデザインとなっております。
　それぞれの届出用紙は役場住民課福祉係窓口に、出生届は保
健センターにも備え付けてあります。ぜひご利用ください。

　　　　　　　　　　　　　　◎お問い合わせ先
　　　　　　　　　　　　　　　住民課福祉係
　　　　　　　　　　　　　　　☎０２４１−２７−８８１０

横山　哲
てつ

士
し

くん（笈川）
賢く、まっすぐな人になる

ように願って。

ご当地婚姻届・出生届と合わせ
て、記念撮影パネルを村民ホー
ルに設置しましたので、届け出
の際はお気軽にご利用ください。

『乳児健康相談（9～10か月児）より』
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